


　わたしたちの使っている水は，酒匂川を流れる水（表流水）を集めてき
れいにしたものです。
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　小田原市には，高田浄水場でつくられた水のほかに，次のような水道の水を
使っている地区もあります。
　ゆう水や井戸水による水道…小田原市には，ゆう水をためたり，深い井戸を
ほったりして水を引き，消毒して配水池から水を配っている地域があります。
また，小田原市には地下水がほうふな地区が多く，水道のほかに井戸水も利用
している家庭が多くあります。中には，さい害の時に使えるようになっている
井戸もあります。
　県営水道…橘地区で使われている県営水道は，県の水道局がとりあつかっている水道で
す。相模川の水を取り入れて，高田浄水場のしくみと同じ方法できれいな水をつくっています｡
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① 飯泉取水せき

　せきで酒匂川の水をせき止め、ポンプで
浄水場へ水を送ります。

② 着水井（１池）

　浄水場で最初に水が着くところです。
　ここでは、PAC（パック）という凝集剤、
消毒のための次亜塩素酸ナトリウム、にお
いを取り除くための活性炭、pH 値を調整
するための希硫酸、苛性ソーダを注入しま
す。

③ フロック形成池（３池）

　川の水の汚れを、PAC と混ぜて綿のよ
うなふわふわした固まりにします。この固
まりをフロックと言います。

④ 沈でん池（３池）

　水をゆっくりと流して、フロックを沈め
る大きな池です。
　沈んだフロックは機械でかき寄せられて、
排水処理設備に送られます。

⑤ 急速ろ過池（９池）

　沈でん池で沈みきれなかったフロックは、
ここできれいにろ過されます。
　池の中には、砂と砂利を 90 ㎝詰めてあ
ります。

⑥ 塩素混和池（１池）

　きれいになった水は、ここでもう一度次
亜塩素酸ナトリウムで消毒されます。

⑦ 浄水池（２池）・ポンプ井（１池）

　浄水池で貯えられた水は、ポンプ井に
入り、ポンプで配水池まで送水されます。

⑧ 配水池（中河原配水池・久野配水池）

　つくった水道水を標高の高い配水池に
送ります。高田浄水場からは、中河原配水
池と久野配水池に送水しています。
　ここから自然流下で家庭や学校、工場、
病院などに配水されます。



小田原市では，１日に
一人あたり 294L の水
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（令和４年度　おだわら水道ビジョン）

　1936年（昭和11年）に初めて小田原に水道をひいたときの給水
人口は３万５千人でしたが，今では，約17万人へと広がりました。
（※給水人口…市の水道を使っている小田原市民の数）
　水道局では「おだわら水道ビジョン」という計画をつくり，市民
のみなさまへいつまでもおいしい水をおとどけできるように，
高田浄水場など，さまざまな水道しせつを整えて守ってきました。
　また，おおむね３年を目安に計画の内容をかくにんし，よりよいしせつとなるよう
計画の見直しを行っています。

じょうすい じょう

ない よう

　わたしたちが，毎日自由に水を使い，安心して水が飲めるようにするた
めに，多くの人が仕事をしています。また，たくさんのお金もかかってい
ます。（水１㎥をつくるのに135円－令和２年）
　わたしたちにとって１日もかかせない大切な水を，これからどのように
工夫して使ったらよいか，話し合ってみましょう。

店・工場など
18.8%

家庭　81.1%

その他　0.1%



　水道ができる前，市の人びとは井戸を使って飲み水を手に入れていま

した。

　水道は，今から80年ほど前に初めてひかれましたが，始めのころは,

井戸や小田原用水を利用する人が多く,申しこむ人は少なかったそうです｡

　しかし，50年ほど前から，家や工場がふえはじめ，井戸をたくさんほ

るようになってからは，水の量が少なくなったり，流れ出なくなったり

しました。また，伝せん病をなくすためにも必ず消毒された水道を使う

必要がでてきました。その結果，多くの人が水道を利用するようになり

ました。
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雨水は、排水路や

道路側溝に流してね。

排水路や道路側溝



　わたしたちが使った水は，はじめは近くの川や海にそのまま流して
いました。川や海は，「水をきれいにする力」をもっています。しかし，
使う水の量がふえたので，川や海の力だけでは水をきれいにすること
ができなくなりました。水のよごれがひどくなると，魚や水辺の生物
が住めなくなったり，川の水を飲み水として使えなくなったりします。
　水再生センターでは，よごれた水をあつめてしょ理し，自然にもどす役目をしてい
ます。下水しょ理場では，自然がもっている「水をきれいにする力」と同じように，
とても小さな生き物の力をかりて水をきれいにしています。

水再生センターの人の話
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　下水道をつくるには，たくさんのお金がかかります。また、ほかの
市や町の協力がないと，わたしたちの飲み水になっている酒匂川の水
は，なかなかきれいになりません。
　そこで、県では，酒匂川流いきに下水しょ理場を２カ所つくりまし
た。酒匂地区は1982年（昭和57年）にできあがり，扇町地区も
1997年（平成９年）にできました。この下水しょ理場は，小田原市をはじめ10の市
と町で利用しています。
　市では，できるだけ早く市の人びと全部が，下水道を利用できるように努力をして
います。
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酒匂水再生センター
さか わ

扇町水再生センター
おうぎちょう

小田原市下水道管理センター

市の下水道せいび課の人の話
か



市全体のごみの中身の割合(令和３年度)
わり あい

ごみの種類 トン ％

■ 燃せるごみ 47795

※端数処理をしているため、合計値が一致しない場合があります。

73.6

■ 燃せないごみ 3621 5.6

■ 大型ごみ 342 0.5

■ ペットボトル類 761 1

■ トレープラスチック類 2266 3

■ 紙布類 8290 12.8

■ かん類 543 0.8

■ びん類 1311 2

計 64929 100

　家や学校などからは，燃せるごみや燃せないごみ，かんやびん，ペッ
トボトルなど，いろいろな種類のごみが出されます。小田原市では，ご
みの分け方や出し方，出す日などのきまりを作って，これらのごみを集
めています。
　ごみは，係の人がしゅう集車で集め，環境事業センターに運びます。

も も

かんきょう
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小田原市で１日に出るごみの量（令和３年度）

１日178トン
※２トンつめるしゅう集車で約89台分
※４年生(１人約30kg）約5900人分

市の係の人の話
　ごみをきちんと集めるために，ごみを出してもらう時間や集める道
じゅんを決めています。
　集める時にこまることは，ごみの分け方や出し方のきまりを守らな
いで出されたり，ふくろがやぶれ、カラスなどにあらされて，ごみが
ばらばらに散らかってしまっていたりすることです。
　みんなが気持ちよく生活をするために，一人ひとりがきまりを守ってごみを出して
ほしいですね。また，台所からの生ごみは，水をよくきって出すなど，少しの工夫を
してもらうことで，ごみの量はもっとへっていきますね。



ちょぞう庫のごみは、クレーンで

よくまぜ、持ちあげて焼却炉へ。
しょうきゃく ろ
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ごみは，800～950℃の高温で安定して

燃やしますが，燃えカスが灰となって残り

ます。
，

も も はい

残った灰は，道路をつくる材料として

リサイクルされるほか，堀ヶ窪（久

野）にある最終しょ分地に運ばれ，う

めたてられます。しかし，最終しょ分

地の広さもかぎられているため，数年

でいっぱいになってしまいます。

はい

ほり が くぼ



ごみ処理のうつり変わり ■ 燃やしたごみの量（t）　■ 埋め立てたごみの量（t）　■ 資源化されたごみの量（t）

平成９年度
平成13年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和２年度
令和３年度

56741
65288

52190
52015
51412
51884

1947
1276

553
601
617
304

18773
20328

18535
18100

17550
17031

51360 404 17048
49891 707 16263

48210 573 16146

　小田原市では，平成９年度からごみの分別方法が変わりました。分別
され集められたごみは｢焼却(燃やす)｣｢資源化(リサイクル)｣｢うめたて｣
されます。

しょうきゃく も し げん か

給食の残りを生ごみしょ理機
で，たい肥にしています。

ひ
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　市内から集められたペットボトルは，

環境事業センターの中にあるペットボ

トルをしょ理するしせつに送られます。

　このしせつには，年間約760トン(１

トンでペットボトル約３万５千本分)も

のペットボトルが集められ，とくに，

夏の時期はふだんの倍の量になるそう

です。

　キャップをはずしたペットボトルは，

機械で約700本分をまとめてつぶして

固められます。

　一つあたり，約20kgのペットボトル

のかたまりがたくさん作られ，せん門

の業者に引き取られて加工され，ふた

たびペットボトルや別の新しいせい品

になります。

かんきょう じ ぎょう

　小田原市ではペットボトルをごみとして出すときに，中をよく洗い，
キャップをとるルールになっています。しかし，10本のうち３本ほど
はキャップがはずされずに出されています。そのようなキャップは係
の人がすべて手作業ではずさなければならず，その数は一人で5000
こ近くにもなります。
　また，ペットボトルとして出されたごみ袋の中に，かんや，びん，時にはほうちょ
うなどのきけんなものが入っていることも少なくありません。みなさんにはルールを
守って正しくごみを出してほしいですね。

ぶくろ



かぎられた資源を大切に
使う工夫が，たくさんあ
るんだね。
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